
提
　
言

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
社
会
経
済
活

動
の
基
盤
と
な
る
様
々
な
「
つ
な
が
り
」
を
分
断
し
、

今
な
お
世
界
経
済
・
社
会
活
動
に
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
て
い
る
。

「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」
の
長
期
化
が
想
定
さ
れ
る
中
、

近
年
我
が
国
で
は
、
激
甚
化
傾
向
に
あ
る
台
風
や
風

水
害
、
そ
し
て
地
震
と
い
っ
た
大
規
模
自
然
災
害
が

頻
発
し
て
い
る
現
実
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
今
こ

そ
、「
非
常
事
態（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
や
大
規
模
自
然
災

害
な
ど
、
人
々
の
健
康
・
生
命
・
財
産
や
企
業
の
事

業
活
動
な
ど
に
危
険
が
差
し
迫
る
事
態
）」
に
強
く
、

早
期
の
事
態
収
束
・
復
旧
を
可
能
と
す
る
社
会
の
仕

組
み
づ
く
り
、
即
ち
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な
経
済
社
会

の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
２
０
２
１
年
２
月
、
経
団
連
と
し
て
、

提
言
「
非
常
事
態
に
対
し
て
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な
経
済

社
会
の
構
築
に
向
け
て
─
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
経
験
を
踏
ま
え
て
」
を
取
り
ま
と
め
、
公
表

し
た
。
提
言
内
容
に
つ
い
て
、
以
下
、
主
要
な
ポ
イ

ン
ト
を
紹
介
す
る
。

事
業
継
続
の
た
め
の
企
業
の
取
り
組
み

　

コ
ロ
ナ
禍
で
企
業
が
直
面
し
た
課
題
と
し
て
、
従

来
の
想
定
を
超
え
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
発
生
に
よ
り

事
業
継
続
が
困
難
と
な
っ
た
こ
と
や
、
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
の
分
断
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
経
験
を
踏
ま
え
、
企
業
が
実
行
す
べ
き

ア
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、「
オ
ー
ル
ハ
ザ
ー
ド
型
」
Ｂ

Ｃ
Ｐ（
事
業
継
続
計
画
）へ
の
転
換
を
提
言
し
て
い
る
。

オ
ー
ル
ハ
ザ
ー
ド
型
Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
は
、
地
震
や
台
風
と

い
っ
た
個
別
事
象
ご
と
に
対
応
を
想
定
す
る
の
で
は

な
く
、
あ
ら
ゆ
る
非
常
事
態
の
発
生
に
伴
い
「
結
果

と
し
て
生
じ
る
事
象
」
に
着
目
し
、
事
業
継
続
の
方

策
を
整
理
す
る
も
の
で
あ
る（
図
表
１
参
照
）。
非
常

事
態
が
発
生
し
た
場
合
で
も
、
社
会
や
取
引
先
の
要

請
に
応
え
る
た
め
に
、
優
先
す
べ
き
業
務
を
明
確
に

し
た
う
え
で
、
そ
れ
を
継
続
す
る
方
策
を
整
理
す
る

こ
と
を
企
業
に
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　

ま
た
、
事
業
を
継
続
す
る
観
点
か
ら
、
①
多
元
化

（
あ
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
機
能
不
全
に
な
っ
て
も

社会基盤強化委員長
日本通運会長

渡
わたなべ
邉健

けんじ
二

副会長
社会基盤強化委員長
大成建設会長

山
やまうち
内隆

たかし
司

非
常
事
態
に
対
し
て
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な

経
済
社
会
の
構
築
に
向
け
て

─
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
経
験
を
踏
ま
え
て

事
業
継
続
が
可
能
に
）、
②
可
視
化（
何
を
ど
こ
に
供

給
す
べ
き
か
、
在
庫
を
い
か
に
確
保
す
べ
き
か
、
非
常

事
態
に
お
い
て
も
迅
速
な
判
断
が
可
能
に
）、
③
一
体

化（
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
を
貫
く
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定

等
に
よ
り
事
業
活
動
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
強
化
）の
３

つ
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
強

靭
化
を
推
進
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る（
図
表
２
参
照
）。

　

こ
う
し
た
課
題
に
対
す
る
取
り
組
み
の
促
進
に
向

け
て
は
、
３
月
に
会
員
企
業
向
け
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
、
具
体
的
な
手
法
や
好
事
例
の
共
有
等
を
行
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
引
き
続
き
、
経
団
連
と
し
て
非
常

事
態
に
対
応
し
得
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な
企
業
経
営
を

後
押
し
し
て
い
く
。
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政
府
・
地
方
自
治
体
に
お
け
る

非
常
事
態
へ
の
体
制
整
備

　

非
常
事
態
に
お
い
て
、
社
会
経
済
活
動
を
維
持
し
、

早
期
の
復
旧
を
可
能
と
す
る
た
め
に
は
、
政
府
・
地

方
自
治
体
が
必
要
な
環
境
整
備
を
行
い
、
レ
ジ
リ
エ

ン
ト
な
社
会
の
体
制
・
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
が
欠
か
せ
な
い
。
足
元
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
応
に
お
い
て
は
、
意
思
決
定
の
あ
り
方
や
、
医
療

提
供
体
制
、
国
民
へ
の
情
報
発
信
、
国
と
地
方
自
治

体
の
役
割
分
担
な
ど
様
々
な
課
題
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
こ
れ
ら
を
教
訓
と
し
て
、
今
後
起
こ
り
得
る
非

常
事
態
全
般
に
備
え
、
政
府
・
地
方
自
治
体
が
取
る

べ
き
ア
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
₄
点
を
挙
げ
て
い
る
。

を
問
わ
ず
、
我
が
国
社
会
全
体
と
し
て
向
き
合
う
べ

き
テ
ー
マ
・
課
題
も
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

（
課
題
1
）デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

　

政
府
・
地
方
自
治
体
を
は
じ
め
、
企
業
や
医
療
、

教
育
現
場
な
ど
様
々
な
主
体
・
分
野
に
お
い
て
、
改

め
て
デ
ジ
タ
ル
技
術
活
用
の
重
要
性
を
知
ら
し
め
る

こ
と
と
な
っ
た
。
円
滑
な
個
人
デ
ー
タ
利
活
用
に
向

け
た
個
人
情
報
保
護
制
度
の
見
直
し
を
は
じ
め
と
し

た
各
種
取
り
組
み
を
加
速
す
べ
き
で
あ
る
。

（
課
題
2
）大
都
市
集
中
の
緩
和

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
際
し
、
大
都
市

を
中
心
に
感
染
拡
大
傾
向
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
大
都

市
集
中
が
内
包
す
る
脆
弱
さ
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進
を
通
じ
て
、
大
都
市

圏
か
ら
地
方
へ
の
人
の
流
れ
を
作
り
出
す
よ
う
後
押

し
し
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な
経
済
社
会
の
構
築
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
課
題
3
）企
業
の
役
割
の
拡
大

　

今
般
の
非
常
事
態
対
応
を
通
じ
て
、
企
業
の
役
割

が
改
め
て
評
価
さ
れ
る
と
と
も
に
、
大
き
な
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進
な
ど
を
き

っ
か
け
と
し
て
、
社
会
一
人
ひ
と
り
の
構
成
員
の
意

識
や
行
動
が
変
わ
る
こ
と
で
、
社
会
全
体
と
し
て
危

機
に
敏
感
と
な
り
、
柔
軟
な
対
応
が
可
能
と
な
る

「
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な
社
会
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
に
繋

げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

我
が
国
で
は
こ
れ
ま
で
、「
非
常
事
態
に
関
す
る

議
論
」
が
避
け
ら
れ
て
き
た
面
も
あ
っ
た
。
今
般
の

コ
ロ
ナ
禍
が
浮
き
彫
り
に
し
た
課
題
を
直
視
し
、
今

こ
そ
、
経
済
界
お
よ
び
各
企
業
、
政
府
・
地
方
自
治

体
、
そ
し
て
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
と
も
に
レ
ジ
リ

エ
ン
ト
な
経
済
社
会
を
創
り
上
げ
る
た
め
の
一
歩
を

踏
み
出
す
べ
き
で
あ
る
。

（
提
言
1
）バ
ー
チ
ャ
ル
な
非
常
事
態
対
応
組
織
の
創
設

　

行
政
が
縦
割
り
で
意
思
決
定
が
分
か
り
に
く
い
と

い
う
課
題
に
つ
い
て
、
非
常
事
態
に
省
庁
横
断
・
産

学
官
を
挙
げ
た
組
織
を
す
ぐ
に
立
ち
上
げ
、
一
元
的

な
対
応
が
出
来
る
よ
う
、
平
時
か
ら
専
門
家
な
ど
の

人
材
と
連
携
し
て
お
き
、
非
常
事
態
に
結
集
出
来
る

「
バ
ー
チ
ャ
ル
な
非
常
事
態
対
応
組
織
」
の
創
設
を

検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

（
提
言
2
）レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な
医
療
提
供
体
制
の
整
備

　

医
療
に
携
わ
る
人
材
の
柔
軟
な
異
動
や
、
地
方
自

治
体
や
公
立
・
私
立
病
院
の
垣
根
を
超
え
た
病
床
の

確
保
な
ど
に
よ
り
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な
医
療
提
供
体

制
を
整
備
す
べ
き
で
あ
る
。

（
提
言
3
）情
報
収
集
・
分
析
と
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
充
実

　

非
常
事
態
に
お
け
る
情
報
の
収
集

や
分
析
、
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
政
府
・

地
方
自
治
体
共
通
の
オ
ー
プ
ン
ク
ラ

ウ
ド
基
盤
等
を
整
備
す
べ
き
で
あ
る
。

（
提
言
4
）政
府
・
各
地
方
自
治
体
間

の
連
携
の
強
化

　

政
府
・
都
道
府
県
・
市
区
町
村
そ

れ
ぞ
れ
の
関
係
性
を
整
理
す
る
と
と

も
に
、
非
常
事
態
に
は
、
政
府
と
地

方
自
治
体
が
一
体
と
な
っ
た
対
応
を

行
う
べ
き
で
あ
る
。

レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な

社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

向
け
た
社
会
の
変
革

　

今
般
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
レ
ジ

リ
エ
ン
ト
な
経
済
社
会
の
構
築
に
向

け
て
、
企
業
や
政
府
と
い
っ
た
主
体

図表１　非常事態全般（オールハザード）への対応

（企業のBCP策定や政府の危機対応において、 
「あらゆるリスクに耐えられる想定」をすべき）

オールハザードへの対応が重要

新
型
イ
ン
フ
ル

地
震

風
水
害

サ
イ
バ
ー
攻
撃

新
型
コ
ロ
ナ

感染症 自然災害

非常事態
全般

戦争・テロ
個別のリスク毎への対応では、

想定を超える事象の発生時に

早期の対応・事態復旧が難しい

図表２　サプライチェーンの強靭化

あるサプライチェーンが
機能不全になっても事業継続が可能に

① 多元化

何をどこに供給すべきか、在庫をいかに
確保すべきか、迅速な判断が可能に

② 可視化

サプライチェーン全体を貫くBCP
策定等により事業活動のレジリエンスを強化

③ 一体化

政府は強靭化に向けた税制措置等により支援

自社

Tier1

① 多元化

③ 一体化

② 可視化

Tier2

Tier3
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